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西
東
京
市
日
中

武
蔵
野
大
学
孔
子
学
院
と
の
友
好
交
流

　
3
月
11
日
、
日
比
谷
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
に
て
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
表
彰
式
兼
昼
食
会

が
あ
り
、
そ
の
後
、
梅
屋
庄

吉
の
ひ
孫
で
あ
る
小
坂
文
乃

さ
ん
の
講
演
「
孫
文
と
梅
屋

庄
吉
」
が
70
名
の
参
加
者
を

得
て
行
わ
れ
た
。
冒
頭
、
宇

都
宮
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、

続
い
て
中
国
大
使
館
・
邵

　

宏
偉
・
一
等
書
記
官
か
ら

は
、
孫
文
は
中
国
民
主
革
命

の
父
で
あ
り
、
宋
慶
齢
女
史

は
中
華
人
民
共
和
国
名
誉
主

席
で
あ
っ
た
な
ど
、
孫
文
を

讃
え
る
来
賓
の
ご
挨
拶
が
な

さ
れ
た
。
司
会
は
青
年
委
員

会
の
伊
藤
洋
平
氏
。

　
小
坂
さ
ん
は
日
比
谷
公
園

内
に
あ
る
老
舗
洋
食
店
「
松

本
楼
」
の
代
表
取
締
役
副
社

長
で
、
曽
祖
父
の
梅
屋
庄
吉

の
研
究
者
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
。
孫
文
と
梅
屋
庄
吉

の
生
い
立
ち
と
二
人
の
出
会

に
始
ま
り
、
孫
文
の
革
命
運

動
を
梅
屋
庄
吉
が
ど
の
よ
う

に
支
え
た
の
か
、
孫
文
・
宋

慶
齢
夫
妻
と
梅
屋
家
と
の
関

孫
文
・
梅
屋
庄
吉
　
講
演
会

松
本
楼
・
小
坂
文
乃
さ
ん
が
講
演

わ
り
な
ど
を
、
当
時
の
手
紙

や
写
真
等
と
共
に
多
数
の
ス

ラ
イ
ド
を
用
意
さ
れ
紹
介
し

た
。
小
坂
さ
ん
に
よ
る
と
孫

文
と
梅
屋
の
2
人
の
共
通
点

は
、
若
い
頃
に
自
国
を
離

れ
、
西
洋
に
蝕
ま
れ
つ
つ
あ

る
ア
ジ
ア
を
海
外
か
ら
眺

め
、
ア
ジ
ア
の
興
隆
に
対
す

る
思
い
が
芽
生
え
た
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
涯

に
わ
た
る
友
情
の
礎
と
な
っ

た
と
い
う
。
最
後
に
須
藤
誠

理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
会

を
閉
じ
た
。

　
な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
と
講
演

会
の
参
加
費
の
一
部
を
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
と
し
て
、
福
島

県
災
害
対
策
本
部
に
寄
付
し

た
。
金
額
は
5
万
5
0
0
0

円
。　

　
　
　（
斎
藤

　
成
）

第
4
回
常
務
理
事
会
、

第
42
回
理
事
会
行
わ
れ
る

　
第
4
回
常
務
理
事
会
、
第

42
回
理
事
会
は
、
3
月
25

日
、
新
橋
亭
に
て
、
杉
本
孝

一
郎
議
長
の
も
と
行
わ
れ

た
。
審
議
事
項
は
6
つ
あ

り
、
2
0
1
6
年
度
活
動
計

算
書
速
報
で
は
2
期
連
続
の

黒
字
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、

2
0
1
7
年
度
は
よ
り
一
層

の
会
員
、
法
人
会
員
獲
得
を

目
標
に
掲
げ
、
特
に
外
部
人

材
獲
得
の
「
特
任
顧
問
案
」

「
日
中
友
好
青
年
大
使
案
」

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
、
基
本
的
に
了
承
さ
れ

た
。
ま
た
、
前
事
務
局
長
の

栗
山
眞
之
氏
が
理
事
に
推
挙

さ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
の

中
、
了
承
さ
れ
た
。

　
終
了
後
、
同
じ
場
所
で
懇

親
会
に
な
り
、
和
や
か
に
国

交
正
常
化
45
周
年
の
年
の
協

会
活
動
の
飛
躍
を
語
り
あ
っ

た
。　

　
　
　
　
　（
松
尾
）

渋
谷
区
日
中

桜
丘
さ
く
ら
ま
つ
り
開
催
！

　
3
月
6
日
、区
内
に
て
大

田
区
日
中
友
好
協
会
は
新
春

の
つ
ど
い
を
開
催
し
、今
年

度
の
活
動
を
開
始
し
た
。席

上
大
田
区
日
中
会
長
の
松
原

区
長
か
ら
国
際
都
市
に
向
け

日
中
友
好
を
ま
す
ま
す
発
展

さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
挨
拶

新
春
の
つ
ど
い
を
開
催

ん
が
楽
し
く
勉
強
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
基
礎
ク
ラ
ス
は
、
島
村
先

生
と
許
堅
先
生
が
担
当
し
、

「
想
・
要
・
打
算
」
を
使
用

し
て
気
持
ち
を
伝
え
た
り
訪

ね
た
り
す
る
練
習
を
行
い
ま

し
た
。
勉
強
を
始
め
て
1
年

未
満
の
方
た
ち
も
参
加
し
て

い
た
の
で
す
が
、
主
に
教
科

書
を
使
用
し
て
読
み
書
き
や

文
法
の
授
業
を
行
う
一
般
的

な
基
礎
レ
ベ
ル
の
講
座
と
異

な
り
、「
聞
い
て
、
答
え
る
」

会
話
の
授
業
は
新
鮮
な
様
子

で
し
た
。

　
初
級
会
話
ク
ラ
ス
は
、
高

立
新
先
生
が
担
当
し
、
前
半

は
ピ
ン
イ
ン
と
四
声
の
練
習

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
人
が

間
違
い
や
す
い
、
有
気
音
と

無
気
音
の
特
徴
を
実
際
の
単

語
に
即
し
て
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半

は
、
観
光
案
内
を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
、「
鎌
倉
と
鎌
倉

の
大
仏
」「
鎌
倉
の
遊
覧
コ

ー
ス
」
と
い
っ
た
例
文
を
基

に
、
鎌
倉
の
歴
史
や
文
化
な

ど
を
説
明
す
る
方
法
を
学
び

ま
し
た
。

　
中
級
ク
ラ
ス
は
、
李
佳
樑

先
生
が
担
当
し
「
中
国
味
覚

雑
学
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。
日
本
の
歴
史
上
有

名
な
人
物
を
取
り
上
げ
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
食

物
の
味
は
ど
の
よ
う
に
つ
く

ら
れ
た
の
か
?
」「
豊
臣
秀

吉
の
時
代
に
は
お
砂
糖
が
あ

っ
た
が
、
庶
民
は
ど
の
よ
う

な
甘
み
を
口
に
し
て
い
た
の

か
?
」
等
を
、
多
く
の
内
容

を
構
文
や
成
語
を
交
え
な
が

ら
中
国
語
で
学
び
ま
し
た
。

　
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
受

講
者
の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、

授
業
が
進
む
中
で
次
第
に
笑

顔
が
見
ら
れ
、
充
実
し
た
ワ

ン
デ
ー
レ
ッ
ス
ン
と
な
り
ま

し
た
。

（
荒
井
・
伊
藤
・
須
山
）

「
2
0
1
7
年
春
期
中
国
語
ワ
ン
デ
ー
レ
ッ
ス
ン
」

「
2
0
1
7
年
春
期
中
国
語
ワ
ン
デ
ー
レ
ッ
ス
ン
」

3
・
11 
日
中
友
好 

皇
居
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
1
0
4
名
が
参
加

　
3
月
11
日
、
東
京
都
日
中

友
好
協
会
は
日
中
国
交
正
常

化
45
周
年
企
画
の
第
一
弾
と

し
て
、「
日
中
友
好
皇
居
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
と
講
演
会

「
孫
文
と
梅
屋
庄
吉
」
を
同

時
開
催
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
企
画
と
し
て
行
わ

れ
、
皇
居
マ
ラ
ソ
ン
は
1
周

コ
ー
ス
33
名
、
2
周
コ
ー
ス

71
名
が
参
加
、
日
ご
ろ
の
健

脚
を
競
っ
た
。
参
加
者
は

1
0
0
人
を
超
え
る
盛
況
と

周
が
伊
藤
孝
浩
さ
ん
、
2
周

は
李 

錦
さ
ん
で
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
授
与
さ
れ
た
。
参
加
し

た
中
国
人
男
性
か
ら
は
、「
出

身
国
が
違
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ

は
世
界
共
通
。
今
後
は
イ
ベ

ン
ト
参
加
だ
け
で
な
く
、
企

画
側
に
も
参
加
し
た
い
」
と

意
気
込
み
が
語
ら
れ
、
ま

た
日
本
人
参
加
者
か
ら
は

「
3
・
11
に
中
国
の
方
々
と

一
緒
に
走
っ
た
の
は
い
い
経

験
に
な
っ
た
」、「
仲
間
意
識

が
芽
生
え
、
面
識
の
な
い
人

と
も
『
お
疲
れ
様
、
辛
苦

了
』
と
会
話
が
弾
ん
だ
」
な

ど
の
好
評
を
得
た
。
中
国
大

使
館
か
ら
は
王
軍
総
領
事
、

潘
林
二
等
書
記
官
も
参
加
さ

れ
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
大
塚
製
薬

（
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
）、日
和

商
事（
大
会
の
賞
品
、ゼ
ッ
ケ

ン
）、best 

鍼
灸
整
骨
院（
参

加
者
全
員
へ
タ
オ
ル
）の
3

社
の
協
賛
を
い
た
だ
い
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
記
念
の
缶

バ
ッ
チ
と
完
走
記
録
証
な
ど

を
提
供
し
た
。 （
斎
藤

　
成
）

　
4
月
1
日
、大
田
区
日
中

は
中
国
帰
国
者
や
帰
国
二
世

の
仲
間
と
、毎
年
恒
例
の
花

見
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、

会
場
隣
接
の
集
会
所
で
50
名

参
加
の
室
内
交
流
会
に
切
り

替
わ
り
ま
し
た
。当
日
は
世

界
で
一
番
清
潔
な
羽
田
空
港

を
実
質
的
に
支
え
て
い
て
、

N
H
K
テ
レ
ビ
で
も
有
名
な

清
掃
プ
ロ
の
新
津
春
子
さ
ん

一
家
も
参
加
さ
れ
、そ
れ
ぞ

れ
が
持
ち
寄
っ
た
中
国
家
庭

料
理
を
囲
ん
で
、歌
あ
り
、踊

大
田
区
日
中

帰
国
者
と
花
見
の
会

り
あ
り
の
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。（

廣
瀬
記
）

が
あ
っ
た
。大
使
館
の
卲
書

記
官
、都
日
中
か
ら
宇
都
宮

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、昨
年

12
月
に
訪
中
し
た
高
瀬
、勝

亦
区
議
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

楽
し
い
交
流
の
時
間
を
過
ご

し
た
。90
名
参
加
。（

廣
瀬
記
）

　
武
蔵
野
大
学
孔
子
学
院
は

2
0
1
6
年
4
月
1
日
開

設
、
日
本
で
14
校
目
、
都
内

4
校
目
の
孔
子
学
院
で
あ

る
。
開
設
以
来
、
当
協
会
は

昨
年
9
月
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
協
賛
、
10
月
に

は
広
東
外
語
外
貿
大
学
芸
術

団
後
援
等
々
、
積
極
的
に
交

　
葛
飾
区
と
北
京
市
豊
台
区

と
の
友
好
交
流
は
、
1
9
8

5
年
（
昭
和
60
年
）
に
葛
飾

区
議
会
日
中
友
好
議
員
連
盟

が
豊
台
区
を
訪
問
し
た
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
行
政
や
区
民
訪
問
団

等
の
派
遣
と
受
け
入
れ
を
積

み
重
ね
、
交
流
を
深
め
る

中
で
両
区
は
、
1
9
9
2
年

（
平
成
4
年
）
に
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
葛
飾
区
役
所
の
敷

地
内
、
葛
飾
区
議
会
棟
の
前

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
企
画

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
3
月

5
日
（
日
）、
大
田
区
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
基
礎
ク
ラ

ス
13
人
、初
級
ク
ラ
ス
12
人
、

中
級
ク
ラ
ス
10
人
の
皆
さ
ん

が
、
中
国
語
ワ
ン
デ
ー
レ
ッ

ス
ン
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
ク
ラ
ス
か
ら
時
々
起
こ

る
笑
い
声
を
聞
い
て
、
皆
さ

葛
飾
区
日
中

葛
飾
区・豊
台
区
友
好
記
念
樹 

竜り
ゅ
う
の
つ
め
え
ん
じ
ゅ

爪
槐

に
は
、
中
国
で
「
幸
福
を
呼

ぶ
木
」
と
言
わ
れ
大
切
に
さ

れ
て
い
る
「
竜り

ゅ
う
の
つ
め
え
ん
じ
ゅ

爪
槐
」
が
立

っ
て
お
り
、
来
庁
者
を
出
迎

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
竜
爪
槐
は
、
1
9
9

5
年
に
、
葛
飾
区
と
豊
台
区

の
友
好
交
流
10
周
年
を
記
念

し
て
、
来
訪
し
た
豊
台
区
友

好
訪
問
団
に
よ
り
植
樹
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
以
来
、
葛
飾
区
は
、
竜
爪

槐
を
大
切
に
育
て
、
豊
台
区

か
ら
友
好
訪
問
団
が
来
訪
さ

　
2
0
1
7
年
3
月
31
日
・

4
月
1
日
の
2
日
間
。
渋
谷

駅
前
共
栄
会
商
店
街
主
催
の

さ
く
ら
ま
つ
り
に
渋
谷
区
日

中
友
好
協
会
は
参
加
し
た
。

当
日
は
桜
の
花
は
5
分
咲
き

の
状
態
だ
っ
た
。
近
く
の
専

門
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
な

ど
も
参
加
。
踊
り
や
歌
、
犬

の
訓
練
模
様
な
ど
も
披
露
。

毎
年
11
月
に
代
々
木
公
園
で

行
わ
れ
る
渋
谷
区
民
祭
り
の

地
域
版
と
言
う
こ
と
も
あ
っ

て
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。
渋

谷
区
日
中
は
物
品
の
販
売
や

日
中
友
好
の
大
切
さ
を
来
場

者
に
訴
え
た
。
中
に
は
「
日

中
友
好
協
会
は
ど
ん
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
」

や
、「
日
中
友
好
は
大
切
で

す
ね
。
中
国
と
対
立
し
て
も

何
も
得
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
っ
た
。
物
品
の
売

上
金
の
利
益
は
日
中
友
好
活

動
に
生
か
す
こ
と
も
確
認
し

た
。　

　
　
　
　
　 （
高
野
）

な
っ
た
（
う
ち
8
割
が

中
国
人
で
、
在
日
マ
ラ

ソ
ン
愛
好
家
同
士
）。

　
当
日
は
早
春
の
快
晴

の
下
、
皇
居
・
桜
田
門

に
集
合
、
宇
都
宮
会
長

の
挨
拶
、
斎
藤
文
化
交

流
委
員
長
か
ら
注
意
事

項
の
説
明
の
後
、
午
前

10
時
に
1
周
コ
ー
ス
が

ス
タ
ー
ト
、
11
時
か
ら

の
2
周
コ
ー
ス
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
優
勝
は
1

流
を
進
め
て
い
る
。

　
今
春
、
4
月
2
日
に
は
桜

の
咲
き
誇
る
小
金
井
公
園
に

て
孔
子
学
院
の
先
生
方
（
天

津
外
国
語
大
学
派
遣
）
5
名

と
の
懇
親
花
見
会
を
催
す
な

ど
積
極
的
に
友
好
を
深
め
て

い
る
。

　
当
協
会
で
は
今
後
、
武
蔵

野
大
学
孔
子
学
院
と
協
力
し

て
、
天
津
市
の
地
区
、
天
津

外
国
語
大
学
と
の
友
好
交
流

を
計
画
し
て
い
る
。（
前
田
）

れ
る
度
に
、
両
区
の
友
好
交

流
の
証
で
あ
る
竜
爪
槐
の
前

で
記
念
撮
影
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
竜
爪
槐
は
、
両
区

の
友
好
を
末
永
く
暖
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

（
理
事
長

　
松
丸
重
蔵
）


